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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　界面活性剤並びに通常の洗剤および清浄剤の他の成分を含んでなる高粘度水性液体洗剤
であって、洗剤組成物は、増粘剤系として、全組成物に対して、
　（ａ）０．２～５重量％の式（II）：
【化１】

（式中、Ｒ3は、水素原子または分枝若しくは直鎖状Ｃ1－Ｃ4－アルキルまたはアルケニ
ル基、Ｘは、Ｎ－Ｒ5または酸素原子、Ｒ4は、アルコキシル化されていることもあり、置
換されていることもある、分枝または直鎖状Ｃ8－Ｃ22－アルキルまたはアルケニル基、
Ｒ5は、水素原子またはＲ4、並びにｎは、自然数を表す。）
で示される変性ポリアクリレート、
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　（ｂ）０．５～７重量％のホウ素化合物、および
　（ｃ）１～８重量％の、クエン酸またはクエン酸ナトリウムを含んでなる錯化剤
を含む洗剤。
【請求項２】
　洗剤組成物中の界面活性剤の含有量は、３０重量％未満である請求項１に記載の水性液
体洗剤。
【請求項３】
　成分（ａ）として、全洗剤組成物に対して、０．２～４重量％の、式（IIａ）：
【化２】

（式中、Ｒ4は、未分枝状であってよい飽和または不飽和Ｃ8－Ｃ22－アルキルまたはアル
ケニル基、Ｒ6およびＲ7は、相互に独立して、水素原子またはメチル基、重合度ｎは、自
然数、アルコキシル化度ａは２～３０の自然数を表す。）
で示される変性ポリアクリレートを含む請求項１または２に記載の水性液体洗剤。
【請求項４】
　成分（ｂ）として、全洗剤組成物に対して、０．５～４重量％のホウ酸またはテトラホ
ウ酸ナトリウムを含む請求項１～３のいずれかに記載の水性液体洗剤。
【請求項５】
　成分（ｃ）として、２．０～７．５重量％のクエン酸ナトリウムを含む請求項１～４の
いずれかに記載の水性液体洗剤。
【請求項６】
　ノニオン性界面活性剤の含有量が、５～２０重量％である請求項１～５のいずれかに記
載の水性液体洗剤。
【請求項７】
　アニオン系界面活性剤の含有量が、５～２５重量％である請求項１～６のいずれかに記
載の水性液体洗剤。
【請求項８】
　ブルックフィールド粘度計ＬＶＴ－ＩＩ（スピンドル３）を用いて、２０rpmおよび２
０℃において測定して、５００～５０００mPasの粘度を有する請求項１～７のいずれかに
記載の水性液体洗剤。
【請求項９】
　ビルダー、漂白剤、漂白活性剤、酵素、電解質、非水性溶剤、pH調節剤、香料、香料担
持体、蛍光剤、染料、ヒドロトロープ剤、抑泡剤、シリコーン油、再汚染防止剤、蛍光増
白剤、汚れ防止剤、縮み防止剤、しわ防止剤、色移り防止剤、抗微生物活性成分、殺菌剤
、防真菌剤、酸化防止剤、腐食防止剤、帯電防止剤、易アイロン掛け助剤、撥水および浸
透剤、膨潤および滑り防止剤およびＵＶ吸収剤からなる群から選択される１種またはそれ
以上の成分をさらに含む請求項１～８のいずれかに記載の水性液体洗剤。
【請求項１０】
　全組成物に対して、０．０１～１．５重量％のホスホネートを含む請求項１～９のいず
れかに記載の水性液体洗剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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（技術分野）
本発明は、増粘剤系を使用することにより、非常に多様は気候条件において貯蔵安定性お
よび粘度安定性がよく、相分離を起さず、光に暴露された際にも色安定のよい、低濃度高
粘度液体洗剤に関する。
【０００２】
（背景技術）
高粘度洗剤および清浄剤、さらに化粧品は、近年その供給量が益々増加しており、「ゲル
様」コンシステンシーを有するこれら製品は、消費者に広く受け入れられるようになって
いる。液体洗剤の分野では、高粘度ゲル製品が、非水性溶剤をより少ない量で使用でき、
製品を流失なしに所定の方法で汚れに適用できることから、有利である。これに関し、従
来の液体洗剤は、通常、寒天、カラギーナン、トラガカントゴム、アラビアゴム、アルギ
ン酸塩、ペクチン、ポリオース、グアー粉末、イナゴ豆種子粒、澱粉、デキストリン、ゼ
ラチン、カゼイン、カルボキシメチルセルロースおよび他のセルロースエーテル、ヒドロ
キシエチルおよびプロピルセルロースなど、種子粒エーテル、ポリアクリルまたはポリメ
タクリル化合物、ビニルポリマー、ポリカルボン酸、ポリエーテル、ポリイミン、ポリア
ミド、ポリケイ酸、粘土鉱物、例えばモンモリロナイト、ゼオライトおよびケイ酸塩など
の増粘剤を用いて、高粘度製品に転換されていた。液体洗剤にポリマーを用いることもよ
く知られている。
【０００３】
液体洗剤の場合にこのような増粘剤を添加することは、界面活性剤のある含有量以上にお
いてのみ、ゲルを安定化する。通常、ゲルは、３５重量％を超える界面活性剤含有量にお
いてのみ形成される。３５重量％未満の界面活性剤含有量の液体洗剤は、数日後に、相分
離または凝集体の形成を起す。このことは、剤が不透明になる（「曇り形成」）ことから
明らかである。加えて、このような製品の粘度は、時には、貯蔵中に大きく低下する。高
粘度液体洗剤は、審美的な特徴を際立たせるために、通常は透明な容器に入れて販売され
るので、使用する増粘剤は光に対して安定であることが要求される。そうでなければ、ポ
リマーの遊離ラジカル分解が発生し、製品の色の劣化および望ましくない「曇り形成」の
兆候が現れるからである。
【０００４】
層状（lamellar）界面活性剤液滴が水性電解質相中に分散されている、５００～２０，０
００ｍPas、好ましくは２０００～１０，０００mPasの粘度を有する液体洗剤が、ＥＰ－
Ａ　６９１３９９（Colgate）に記載されている。この組成物は、１０～４５重量％の界
面活性剤、少なくとも１種のビルダー、および０．０１～５重量％の１５００～５０，０
００gmol-1の平均分子量を有するメルカプト末端キャップポリマーを含んでいる。
【０００５】
水性液体洗剤中でのボロン化合物の使用は、ＥＰ－Ａ　３８１２６２（Unilever）に記載
されている。この液体洗剤は、蛋白質分解酵素および脂肪分解酵素混合物の為の酵素安定
剤系としてのボロン化合物およびポリオールを含んでいる。好ましい安定剤系は、ソルビ
トール／ホウ砂混合物からなる。この出願の明細書には、液体洗剤の粘度および安定性に
ついての情報は示されていない。
【０００６】
水による希釈に際して粘度を保持しまたは増加する水性液体洗剤濃厚物が、ＥＰ－Ａ　７
２４０１３（Colgate）に記載されている。この効果は、電解質に対する異なる安定性を
有する２種の界面活性剤を使用することにより得られ、濃厚物は、２５００mPas未満の粘
度を有し、水により希釈すると、層状相の形成により、ミセル構造を失う。
【０００７】
国際出願公開ＷＯ９６／０１３０５（Uniliver）は、少なくとも２倍量の水により希釈す
ると、１０～１００ｎｍの粒子寸法を有するミクロエマルジョンを形成する水性洗浄剤お
よび水性洗剤を記載している。この組成物は、水２０～７０重量％、アルコキシル化アル
コールからなる群から選択される少なくとも１種のノニオン性界面活性剤およびアニオン
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性、カチオン性、両性または双性界面活性剤２０重量％以下を含む界面活性剤系２０～７
０重量％、好ましくは１５～４０重量％、溶剤５～３０重量％、並びに非水溶性油５～２
０重量％を含む。
【０００８】
（発明が解決しようとする技術的課題）
上記特許公報のいずれも、安定した粘度を保証し、凝集体形成（いわゆる「曇り形成」）
または相分離を起さず、光に暴露した際に色安定性が減少しない低濃度高粘度液体洗剤を
提供するという問題を扱っていない。
この問題を解決することが、本発明の目的である。
【０００９】
　（その解決方法）
　このような特性を有する液体洗剤は、ポリウレタンまたは変性ポリアクリレート、ホウ
素化合物および錯化剤を含んでなる増粘剤系を洗剤組成物に加えることにより調製できる
ことが見出された。
　従って、本発明は、界面活性剤並びに通常の洗剤および清浄剤の他の成分を含んでなる
高粘度水性液体洗剤であって、洗剤組成物は、増粘剤系として、全組成物に対して、
　（ａ）０．２～５重量％のポリウレタンまたは下記式（II）で示される変性ポリアクリ
レート、
　（ｂ）０．５～７重量％のホウ素化合物、および
　（ｃ）１～８重量％の錯化剤
を含む洗剤を提供する。
【００１０】
本発明による増粘剤系を使用することにより、上記のような不利益を伴わない高粘度液体
洗剤を調製することができる。本発明によれば、３５重量％を超える界面活性剤含有量を
持つ濃厚化高粘度液体洗剤を調製することもできる。しかし、上記のような問題は特に低
粘度製品の場合に生じるので、本発明の目的にとっては、界面活性剤含有量が３０重量％
以下である高粘度水性液体洗剤が好ましい。
【００１１】
増粘剤の第１の成分は、ポリウレタンまたは変性ポリアクリレートであり、これは、全組
成物に対して、０．２～５重量％の量で使用される。
【００１２】
ポリウレタン（ＰＵＲ）は、２価または多価アルコールおよびイソシアネートから重付加
により調製することができ、式（Ｉ）：
【化２】
［－Ｏ－Ｒ1－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ－Ｒ2－ＮＨ－ＣＯ－]n　　　　（Ｉ）
（式中、Ｒ1は、低分子量または高分子ジオール残基、Ｒ2は、脂肪族または芳香族基、お
よびｎは自然数を表す。）
で示すことができる。
Ｒ1は、好ましくは直鎖または分枝状Ｃ2－Ｃ12－アルキルまたはアルケニル基であるが、
多価アルコールの残基であってもよく、これにより、さらに－Ｏ－ＣＯ－ＮＨ基が基Ｒ1

に結合されている点で上記式（Ｉ）とは異なっている架橋ポリウレタンが形成される。
【００１３】
工業的に重要なＰＵＲは、ポリエステルジオールおよび／またはポリエーテルジオール、
並びに例えばトルエン２，４－ジイソシアネートまたは２，６－ジイソシアネート（ＴＤ
Ｉ、Ｒ2＝Ｃ6Ｈ3－ＣＨ3）、メチレン４，４'－ジ(フェニルイソシアネート)（ＭＤＩ、
Ｒ2＝Ｃ6Ｈ4－ＣＨ2－Ｃ6Ｈ4）またはヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＭＤＩ、Ｒ2

＝（ＣＨ2)6）から調製される。
ポリウレタンに基づく市販増粘剤は、例えばAcrysol（登録商標）ＰＭ１２Ｖ（変性澱粉
３～５％およびＰＵＲ樹脂１４～１６％の水中混合物、Rohm & Haas）、Borchigel（登録
商標）Ｌ７５－Ｎ（ノニオノジェニック（nonionogenic）ＰＵＲ分散体、水中５０％濃度
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、Ｂｏｒｃｈｅｒｓ）、Coatex（登録商標）ＢＲ－１００－Ｐ（ＰＵＲ分散体、水／ブチ
ルグリコール中５０％濃度、Dimed）、Nopco（登録商標）ＤＳＸ－１５１４（ＰＵＲ分散
体、水／ブチルトリグリコール中５０％濃度、Henkel‐Nopco）、増粘剤ＱＲ１００１（
水／ジグリコールエーテル中２０％濃度ＰＵＲエマルジョン、Rohm & Haas）、およびRil
anit（登録商標）ＶＰＷ－３１１６（ＰＵＲ分散体、水中４３％濃度、Henkel）の製品名
で販売されている。
【００１４】
好ましい液体洗剤は、０．２～４重量％、好ましくは０．３～３重量％、特に０．５～１
．５重量％のポリウレタンを含む。
【００１５】
　本発明の目的に対して使用できる変性ポリアクリレートは、アクリル酸またはメタクリ
ル酸から誘導され、式（II）：
【化３】

（式中、Ｒ3は、水素原子または分枝若しくは直鎖状Ｃ1－Ｃ4－アルキルまたはアルケニ
ル基、Ｘは、Ｎ－Ｒ5または酸素原子、Ｒ4は、アルコキシル化されていることもあり、置
換されていることもある、分枝または未分枝状Ｃ8－Ｃ22－アルキルまたはアルケニル基
、Ｒ5は、水素原子またはＲ4、並びにｎは、自然数を表す。）
で示される。
　一般に、このような変性ポリアクリレートは、アクリル酸またはα－置換アクリル酸の
エステルまたはアミドである。
【００１６】
これらポリマー中、好ましいのは、Ｒ3が水素原子またはメチル基である上記式の化合物
である。ポリアクリルアミド（Ｘ＝Ｎ－Ｒ5）の場合、モノ－Ｎ－置換（Ｒ5＝水素原子）
およびジ－Ｎ－置換（Ｒ5＝Ｒ4）アミド構造の両方が可能であり、窒素（Ｎ）原子に結合
している２つの炭化水素を、相互に独立して、場合によりアルコキシレート化されている
、分枝または未分枝Ｃ8－Ｃ22－アルキルまたはアルケニル基から選択することができる
。ポリアクリル酸エステル（Ｘ＝Ｏ）の中で、好ましいのは、アルコールが天然または合
成油脂から得られ、さらにアルコキシレート化、好ましくはエトキシレート化されている
化合物である。特に好ましいアルコキシル化度は、２～３０であり、特に１０～１５のア
ルコキシル化度である。
【００１７】
使用されるポリマーは、工業グレード化合物であり得るので、Ｘに結合されている基の内
容は、統計的な平均値であり、これは、個々の場合に鎖長またはアルコキシル化度により
変化する。式（II）は、理想化されたされたホモポリマーについての式を与えるのみであ
る。しかしながら、本発明の目的には、式（II）を満たすモノマー単位の割合が少なくと
も３０重量％であるコポリマーも使用することができる。従って、例えば、酸性水素原子
または塩基性－ＣＯＯ－基をなお有する変性ポリアクリレートおよびアクリル酸またはそ
れらの塩のコポリマーを使用することもできる。
【００１８】
本発明の目的にとって、好ましい変性ポリアクリレートは、式（IIａ）：
【化４】
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（式中、Ｒ4は、好ましくは未分枝状の飽和または不飽和Ｃ8－Ｃ22－アルキルまたはアル
ケニル基、Ｒ6およびＲ7は、相互に独立して、水素原子またはメチル基、重合度ｎは、自
然数、アルコキシル化度ａは２～３０、好ましくは１０～２０の自然数を表す。）
で示される。Ｒ4は、好ましくは、天然または合成源から得られる脂肪アルコール基であ
り、この基は、好ましくはエトキシレート化（Ｒ6＝Ｈ）されている。
【００１９】
式（IIａ）の生成物は、例えば、濃度３０％の水中分散体の形でAcusol（登録商標）８２
０（Rohm & Haas）の名称により市販されている。この市販製品では、Ｒ4はステアリル基
、Ｒ6は水素原子、Ｒ7は水素原子またはメチル基であり、エトキシル化度ａは２０である
。
好ましい液体洗剤は、全洗剤組成物に対して、０．２～４重量％、好ましくは０．３～３
重量％、特に０．５～１．５重量％の式（II）の変性ポリアクリレートを含む。
【００２０】
本発明の洗剤組成物中の増粘剤系の第２の成分は、ホウ素化合物であり、これは０．５～
７重量％の量で用いられる。
本発明において用いられるホウ素化合物の例は、ホウ酸、酸化ホウ素、ホウ酸アンモニウ
ム、ホウ酸アルカリ金属塩（例えば、ホウ酸ナトリウムおよびホウ酸カリウム）、オルト
－、メタ－およびピロホウ酸塩、種々の水和度のホウ砂、およびポリボレート（例えば、
アルカリ金属ペンタボレート）である。有機ホウ素化合物、例えばホウ酸のエステルを用
いることもできる。
好ましい液体洗剤は、０．５～４重量％、０．７５～３重量％、特に１～２重量％のホウ
酸またはテトラホウ酸ナトリウムを含む。
【００２１】
増粘剤系の第３の成分として、本発明の液体洗剤は、１～８重量％の錯化剤を含む。本発
明の目的にとって、「錯化剤」は、低分子量ヒドロキシカルボン酸、例えばクエン酸、酒
石酸、リンゴ酸またはグルコン酸若しくはこれらの塩を意味する。
【００２２】
特に好ましい液体洗剤は、増粘剤系の成分ｃ）として、クエン酸またはクエン酸ナトリウ
ムを含み、液体洗剤は、２．０～７．５重量％、好ましくは３．０～６．０重量％、特に
４．０～５．０重量％のクエン酸ナトリウムを含む。
【００２３】
増粘剤系の成分に加えて、本発明の液体洗剤は界面活性剤を含み、アニオン性、ノニオン
性、カチオン性、および／または両性界面活性剤が使用される。応用の観点から、アニオ
ン性界面活性剤の割合がノニオン性界面活性剤の割合よりも多いアニオン性界面活性剤お
よびノニオン性界面活性剤の混合物が好ましい。全界面活性剤の含有量は、上述のとおり
、全液体洗剤に対して好ましくは３０重量％未満である。
【００２４】
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好ましいノニオン性界面活性剤は、アルコキシル化(好ましくはエトキシル化)した特に第
一級のアルコールであり、これは好ましくは炭素数８～１８のアルコールと、アルコール
１モル当たりエチレンオキシド(ＥＯ)平均１～１２モルから成り、アルコール残基は直鎖
もしくは好ましくは２－メチル分枝状であり得るか、または通常のオキソアルコール残基
におけるように直鎖およびメチル分枝基を混合して有し得る。しかし、天然物由来のＣ12

-18アルコール(例えばヤシ油アルコール、パーム油アルコール、獣脂アルコールまたはオ
レイルアルコール)の直鎖基と、アルコール１モル当たり平均２～８ＥＯとを有するアル
コールエトキシレートが特に好ましい。好ましいエトキシル化アルコールは、例えば、Ｃ

12-14アルコール＋３ＥＯまたは４ＥＯ、Ｃ9-11アルコール＋７ＥＯ、Ｃ13-15アルコール
＋３ＥＯ、５ＥＯ、７ＥＯまたは８ＥＯ、Ｃ12-18アルコール＋３ＥＯ、５ＥＯまたは７
ＥＯ、およびそれらの混合物(例えばＣ12-14アルコール＋３ＥＯとＣ12-18アルコール＋
７ＥＯとの混合物)を包含する。上記エトキシル化度は、生成物によって整数または非整
数であり得る統計学的平均値である。同族体分布の狭いアルコールエトキシレート(狭範
囲エトキシレート、ＮＲＥ)が好ましい。このようなノニオン性界面活性剤に加えて、１
２を越えるＥＯを有する脂肪アルコールも使用し得る。その例は、(獣脂)脂肪アルコール
＋１４ＥＯ、１６ＥＯ、２０ＥＯ、２５ＥＯ、３０ＥＯまたは４０ＥＯである。分子中に
ＥＯおよびＰＯ基を共に含むノニオン性界面活性剤も、本発明に従って使用することがで
きる。この場合、ＥＯ－ＰＯブロック単位またはＰＯ－ＥＯブロック単位を有するブロッ
クコポリマーのみならず、ＥＯ－ＰＯ－ＥＯコポリマーおよびＰＯ－ＥＯ－ＰＯコポリマ
ーも使用することができる。もちろん、ＥＯおよびＰＯ単位がブロック状に分布している
のではなく、ランダムに分布している混合アルコキシル化ノニオン性界面活性剤も使用で
きる。このような生成物は、脂肪アルコールに対してエチレンオキシドおよびプロピレン
オキシドを同時に作用させることにより、得ることができる。
【００２５】
更に、式ＲＯ(Ｇ)ｘで示されるアルキルグリコシドもノニオン性界面活性剤として使用し
得る。式中、Ｒは第一級直鎖またはメチル分枝（とりわけ２－メチル分枝）脂肪族基（炭
素数８～２２、好ましくは１２～１８）であり、Ｇは炭素数５または６のグリコース単位
（好ましくはグルコース）である。オリゴマー化度ｘはモノグリコシドおよびオリゴグリ
コシドの分布を示し、１～１０、好ましくは１．２～１．４の数である。
【００２６】
唯一のノニオン性界面活性剤として、または他のノニオン性界面活性剤と組み合わせて使
用する他の好ましいノニオン性界面活性剤群は、脂肪酸アルキルエステル(好ましくはア
ルキル鎖の炭素数１～４)、とりわけ脂肪酸メチルエステルの、アルコキシル化物、とり
わけエトキシル化物またはエトキシル化／プロポキシル化物であり、これは例えば、日本
国特許出願公開ＪＰ５８／２１７５９８に記載されており、または好ましくは国際特許出
願ＷＯ９０／１３５３３に記載の方法で製造する。
【００２７】
アミンオキシド型のノニオン性界面活性剤、例えばＮ－ヤシ油アルキル－Ｎ,Ｎ－ジメチ
ルアミンオキシドおよびＮ－獣脂アルキル－Ｎ,Ｎ－ジヒドロキシエチルアミンオキシド
、並びに脂肪酸アルカノールアミド型のノニオン性界面活性剤も適当である。これらの種
のノニオン性界面活性剤の使用量は、好ましくはエトキシル化脂肪アルコールの使用量を
越えず、より好ましくはその半量を越えない。
【００２８】
他の適当な界面活性剤は、式（III）：
【化５】
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（式中、ＲＣＯは炭素数６～２２の脂肪族アシル基であり、Ｒ1は水素原子、炭素数１～
４のアルキルまたはヒドロキシアルキル基であり、［Ｚ］は炭素数３～１０／ヒドロキシ
ル基数３～１０の直鎖または分枝状ポリヒドロキシアルキル基である。）
で示されるポリヒドロキシ脂肪酸アミドである。
ポリヒドロキシ脂肪酸アミドは、既知化合物であり、通常、アンモニア、アルキルアミン
またはアルカノールアミンによる還元糖の還元的アミノ化、その後の脂肪酸、脂肪酸アル
キルエステルまたは脂肪酸クロリドによるアシル化により得ることができる。
【００２９】
ポリヒドロキシ脂肪酸アミドの群は、式（IV）：
【化６】

（式中、Ｒは炭素数７～１２の直鎖または分枝状のアルキルまたはアルケニル基であり、
Ｒ1は炭素数２～８の直鎖、分枝状もしくは環式のアルキル基またはアリール基であり、
Ｒ2は炭素数１～８の直鎖、分枝状もしくは環式のアルキル基またはアリール基またはオ
キシアルキル基、好ましくはＣ1-4アルキル基またはフェニル基であり、［Ｚ］は、アル
キル鎖に少なくとも２個のヒドロキシル基が置換した直鎖ポリヒドロキシアルキル基、ま
たはそのアルコキシル化（好ましくはエトキシル化またはプロポキシル化）誘導体である
。）
で示される化合物をも包含する。
【００３０】
好ましくは、［Ｚ］は、糖、例えばグルコース、フルクトース、マルトース、ラクトース
、ガラクトース、マンノースまたはキシロースの還元的アミノ化により誘導する。次いで
、Ｎ－アルコキシ－またはＮ－アリールオキシ－置換化合物を、例えば国際特許出願ＷＯ
９５／０７３３１の教示に従って触媒としてのアルコキシドの存在下に脂肪酸メチルエス
テルと反応させて、所望のポリヒドロキシ脂肪酸アミドに変換し得る。
【００３１】
好ましい液体洗剤中のノニオン性界面活性剤の含有量は、全洗剤組成物に対して、５～２
０重量％、好ましくは７～１５重量％、特に９～１４重量％である。
【００３２】
使用されるアニオン性界面活性剤は、例えば、スルホネート型またはスルフェート型のも
のである。
スルホネート型の適当なアニオン性界面活性剤は、好ましくはＣ9-13アルキルベンゼンス
ルホネート、オレフィンスルホネート、すなわち、例えば末端または非末端二重結合を有
するＣ12-18モノオレフィンを気体状三酸化イオウでスルホン化し、次いでスルホン化生
成物をアルカリまたは酸加水分解することによって得られる、アルケンおよびヒドロキシ
アルカンのスルホネートおよびジスルホネートの混合物である。
アルカンスルホネートも適しており、これは、Ｃ12-18アルカンを、例えばスルホ塩素化
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またはスルホ酸化し、次いで加水分解または中和することにより得られる。
同様に、α－スルホ脂肪酸のエステル(エステルスルホネート)、例えば水素化したヤシ油
、パーム核油または獣脂の脂肪酸のα－スルホン化メチルエステルも適当である。
【００３３】
他の適当なアニオン性界面活性剤は、スルホン化した脂肪酸グリセロールエステルであり
、脂肪酸グリセロールエステルは、モノグリセロールを１～３モルの脂肪酸でエステル化
するか、またはトリグリセリドを０.３～２モルのグリセロールでエステル交換すること
によって得られる、モノ、ジおよびトリエステル並びにそれらの混合物である。好ましい
スルホン化脂肪酸グリセロールエステルは、炭素数６～２２の飽和脂肪酸、例えばカプロ
ン酸、カプリル酸、カプリン酸、ミリスチン酸、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン
酸またはベヘン酸のスルホン化物である。
【００３４】
好ましいアルキル(アルケニル)スルフェートは、Ｃ12-18脂肪アルコール、例えばヤシ油
脂肪アルコール、獣脂脂肪アルコール、ラウリル、ミリスチル、セチルもしくはステアリ
ルアルコール、またはＣ10-20オキソアルコールの硫酸セミエステル、および同様の鎖長
を有する第二級アルコールの硫酸セミエステルの、アルカリ金属塩、とりわけナトリウム
塩である。他の好ましいアルキル(アルケニル)スルフェートは、石油化学品由来の合成直
鎖アルキル鎖を有する前記鎖長を有するアルキル(アルケニル)スルフェートであって、油
脂化学原料由来の対応する化合物に匹敵する分解性を有するものである。Ｃ12-16アルキ
ルスルフェート、Ｃ12-15アルキルスルフェート、およびＣ14-15アルキルスルフェートが
、洗浄性能の点で特に好ましい。他の適当なアニオン性界面活性剤は２，３－アルキルス
ルフェートで、これは例えばＵＳ３２３４２５８またはＵＳ５０７５０４１に従って製造
でき、Shell Oil Company からＤＡＮ（登録商標）の名称で市販されている。
【００３５】
エチレンオキシド１～６モルでエトキシル化した直鎖または分枝状Ｃ7-21アルコール、例
えば２－メチル分枝Ｃ9-11アルコール＋平均３.５モルＥＯ(エチレンオキシド)またはＣ1

2-18脂肪アルコール＋１～４ＥＯの硫酸モノエステルも適当である。これらは発泡性が高
いので、洗剤中に比較的少量(例えば１～５重量％)に限り使用する。
【００３６】
他の好ましいアニオン性界面活性剤は、スルホコハク酸とアルコール(好ましくは脂肪ア
ルコール、より好ましくはエトキシル化脂肪アルコール)とのモノエステルおよび／また
はジエステルである、スルホスクシネートまたはスルホコハク酸エステルとも呼ばれるア
ルキルスルホコハク酸の塩である。好ましいスルホスクシネートは、Ｃ8-18脂肪アルコー
ル残基またはその混合物を有する。特に好ましいスルホスクシネートは、それ自体ノニオ
ン性界面活性剤(後述)であるエトキシル化脂肪アルコールから誘導した脂肪アルコール残
基を有する。そのようなスルホスクシネートのうち、同族体分布の狭いエトキシル化脂肪
アルコールから誘導した脂肪アルコール残基を有するものが、特に好ましい。アルキル(
アルケニル)鎖中に好ましくは８～１８個の炭素原子を有するアルキル(アルケニル)コハ
ク酸またはその塩を使用してもよい。
【００３７】
他の適当な界面活性剤は石鹸である。適当な石鹸はとりわけ、飽和脂肪酸石鹸、例えばラ
ウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、（水素化）エルカ酸およびベヘ
ン酸の塩、並びに特に天然脂肪酸(例えばヤシ油脂肪酸、パーム核油脂肪酸または獣脂脂
肪酸)から誘導した石鹸混合物である。
【００３８】
石鹸を含め、アニオン性界面活性剤は、ナトリウム、カリウムまたはアンモニウム塩の形
態で、および有機塩基(例えばモノ、ジまたはトリエタノールアミン)との可溶性塩の形態
で存在し得る。アニオン性界面活性剤は、ナトリウム塩またはカリウム塩の形態、とりわ
けナトリウム塩の形態であることが好ましい。
【００３９】
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好ましい洗剤中のアニオン性界面活性剤の含有量は、全洗剤組成物に対して、５～２５重
量％、好ましくは７～２２重量％、特に１０～２０重量％である。
【００４０】
本発明の洗剤組成物の粘度は、通常の標準法（例えば、ブルックフィールド粘度計ＬＶＴ
－ＩＩ（スピンドル３）を用いた、２０rpmおよび２０℃における測定）により測定する
ことができ、好ましくは５００～５０００mPasである。好ましい洗剤組成物は、１０００
～４０００mPas、特に好ましくは１３００～３０００mPasの粘度を有する。
【００４１】
増粘剤系および界面活性剤に加えて、本発明の洗剤組成物は、液体洗剤の用途および／ま
たは審美的特性を改良するために、さらなる成分を含むことができる。本発明の目的にと
って、好ましい組成物は、増粘剤系および界面活性剤に加えて、ビルダー、漂白剤、漂白
活性剤、酵素、電解質、非水性溶剤、ｐH調節剤、香料、香料担体、蛍光剤、染料、ヒド
ロトロープ剤、抑泡剤、シリコーン油、再汚染防止剤、蛍光増白剤、汚れ防止剤、縮み防
止剤、しわ防止剤、色移り防止剤、抗微生物活性成分、殺菌剤、防真菌剤、酸化防止剤、
腐食防止剤、帯電防止剤、易アイロン掛け助剤、撥水および浸透剤、膨潤および滑り防止
剤およびＵＶ吸収剤からなる群から選択される１種またはそれ以上の成分を含む。
【００４２】
本発明の液体洗剤中に存在し得るビルダーは、とりわけ、ケイ酸塩、アルミニウムケイ酸
塩（特に、ゼオライト）、炭酸塩、ジ－およびポリカルボン酸の塩、並びにこれら成分の
混合物である。
【００４３】
適当な結晶層状ケイ酸ナトリウムは、式: ＮaＭＳixＯ2x+1・yＨ2Ｏ（式中、Ｍはナトリ
ウムまたは水素であり、ｘは１.９～４の数であり、ｙは０～２０の数であり、好ましく
はｘは２、３または４である。）で示される。そのような結晶層状ケイ酸塩は、例えば欧
州特許出願ＥＰ－Ａ－０１６４５１４に記載されている。上記式で示される好ましい結晶
層状ケイ酸塩は、Ｍがナトリウムで、xが２または３のものである。β－およびδ－二ケ
イ酸ナトリウムＮａ2Ｓｉ2Ｏ5・ｙＨ2Ｏは、両方とも特に好ましく、β－二ケイ酸ナトリ
ウムは、例えば、ＷＯ９１／０８１７１に記載された方法により得ることができる。
【００４４】
他の好ましいビルダーは、Ｎａ2Ｏ：ＳｉＯ2モジュラス(比)が１：２ないし１：３.３、
好ましくは１：２ないし１：２.８、より好ましくは１：２ないし１：２.６の非晶質ケイ
酸ナトリウムで、遅延溶解し、二次的洗浄性を示すものも使用できる。通常の非晶質ケイ
酸ナトリウムに対する溶解遅延は、例えば表面処理、配合、圧縮または過乾燥のような種
々の方法で達成されている。本発明において「非晶質」とは「Ｘ線非晶質」をも包含する
と理解される。換言すれば、Ｘ線回折分析においてケイ酸塩が結晶材料独特の鋭いＸ線反
射を示さず、数度の回折角幅を有する散乱Ｘ線極大を１個またはそれ以上示すに過ぎない
ことを意味する。しかし、ケイ酸塩粒子が電子線回折分析において、弱いか、または鋭い
回折極大を示す場合にも、特に良好なビルダー性能を導き得る。このことは、ケイ酸塩が
十ないし数百ｎｍのサイズの微結晶領域を有することを意味すると解釈し得る。この値は
５０ｎｍまで、特に２０ｎｍまでであることが好ましい。このような、いわゆるＸ線非晶
質ケイ酸塩で、通常の水ガラスと比較して遅延溶解するものは、例えばドイツ特許出願Ｄ
Ｅ－Ａ－４４０００２４に記載されている。圧縮非晶質ケイ酸塩、配合非晶質ケイ酸塩、
および過乾燥Ｘ線非晶質ケイ酸塩が、特に好ましい。
【００４５】
結合水含有微結晶合成ゼオライトは、好ましくはゼオライトＡおよび／またはゼオライト
Ｐである。ゼオライトＰとしては、例えばＺeolite　ＭＡＰ(登録商標)（Crosfieldの商
品）が特に好ましい。ゼオライトＸ、並びにゼオライトＡ、Ｘおよび／またはＰの混合物
も適当である。ゼオライトＸおよびゼオライトＡの共結晶化物（ゼオライトＸ約８０重量
％）は、VEGOBOND　AX（登録商標）の商品名でCONDEA　Augusta　S.p.Aにより市販されて
おり、式：



(11) JP 4361678 B2 2009.11.11

10

20

30

40

50

【化７】
ｎＮａ2Ｏ・(1－n)Ｋ2Ｏ・Ａｌ2Ｏ3・(2－2.5)ＳｉＯ2・(3.5－5.5)Ｈ2Ｏ
で示され、本発明において好ましく使用される。
【００４６】
ゼオライトは、噴霧乾燥粉末の形態で、または製造後まだ湿潤している未乾燥安定化懸濁
液の形態で使用し得る。ゼオライトを懸濁液の形態で使用する場合は、その懸濁液は、安
定剤として少量のノニオン性界面活性剤、例えばゼオライトに対して１～３重量％のエト
キシル化Ｃ12-18脂肪アルコール（エチレンオキシド基数２～５)、エトキシル化Ｃ12-14

脂肪アルコール（エチレンオキシド基数４～５)、またはエトキシル化イソトリデカノー
ルを含有し得る。適当なゼオライトの平均粒子サイズは１０μm未満であり（体積分布、
Ｃoulter　Ｃounter法により測定）、結合水を好ましくは１８～２２重量％、より好まし
くは２０～２２重量％含有する。
【００４７】
ビルダー物質として、環境保護の理由から使用を避けなければならない場合を除き、一般
に知られている燐酸塩を用いることもできる。特に適しているのは、オルト燐酸、ピロ燐
酸、およびとりわけトリポリ燐酸のナトリウム塩である。
【００４８】
漂白剤として使用する、水中でＨ2Ｏ2を生成する化合物のうち、過ホウ酸ナトリウム四水
和物および一水和物が特に重要である。使用できる他の漂白剤は、例えば、過炭酸ナトリ
ウム、パーオキシピロホスフェート、シトレート過水和物およびＨ2Ｏ2生成過酸塩または
過酸（例えば過安息香酸塩、パーオキソフタル酸塩、二過アゼライン酸、フタロイミノ過
酸または二過ドデカン二酸）である。
【００４９】
洗濯を６０℃またはそれ以下の温度で行なう場合に漂白効果を増すために、漂白活性剤を
洗剤および洗浄剤に配合することができる。使用できる漂白活性剤は、過加水分解条件下
に、炭素数好ましくは１～１０(より好ましくは２～４)の脂肪族パーオキソカルボン酸、
および／または場合により置換過安息香酸を生成する化合物である。上記炭素数のＯ－お
よび／またはＮ－アシル基、および／または場合により置換ベンゾイル基を有する物質が
適当である。好ましい漂白活性剤は、ポリアシル化アルキレンジアミン、とりわけテトラ
アセチルエチレンジアミン(ＴＡＥＤ)、アシル化トリアジン誘導体、とりわけ１，５－ジ
アセチル－２，４－ジオキソヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン(ＤＡＤＨＴ)、アシ
ル化グリコールウリル、とりわけテトラアセチルグリコールウリル(ＴＡＧＵ)、Ｎ－アシ
ルイミド、とりわけＮ－ノナノイルスクシンイミド(ＮＯＳＩ)、アシル化フェノールスル
ホネート、とりわけｎ－ノナノイルまたはイソノナノイルオキシベンゼンスルホネート(
ｎ－またはｉｓｏ－ＮＯＢＳ)、無水カルボン酸、とりわけ無水フタル酸、アシル化多価
アルコール、とりわけトリアセチン、エチレングリコールジアセテート、２，５－ジアセ
トキシ－２，５－ジヒドロフランである。
【００５０】
従来の漂白活性剤に加えてまたは代えて、いわゆる漂白触媒を配合することもできる。こ
の物質は、漂白強化遷移金属塩または遷移金属錯体、例えば、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｒｕま
たはＭｏサレン（salen）錯体またはカルボニル錯体である。窒素含有三元（tripod）リ
ガンドとのＭｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｒｕ、Ｍｏ、Ｔｉ、ＶおよびＣｕ錯体、並びにＣｏ、Ｆｅ
、ＣｕおよびＲｕアミン錯体も、漂白触媒として使用できる。
【００５１】
適当な酵素はとりわけ、ヒドロラーゼ、例えばプロテアーゼ、エステラーゼ、リパーゼま
たは脂肪分解酵素、アミラーゼ、セルラーゼまたは他のグリコシルヒドロラーゼおよびそ
れらの混合物から成る群から選択する。これらヒドロラーゼはいずれも、洗濯において、
汚れ（例えばタンパク質、脂肪またはデンプンを含有する汚れ）、および変色の除去に寄
与する。セルラーゼおよび他のグリコシルヒドロラーゼは、色の保持および繊維製品柔軟
性の向上に寄与し得る（毛玉および微小繊維の除去による）。漂白および／または色移り
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防止のために、オキシリダクターゼを使用してもよい。
【００５２】
細菌または真菌、例えばバシラス・サチリス（Ｂacillus　subtilis）、バシラス・リヘ
ニフォルミス（Ｂacillus　licheniformis)、ストレプトミセス・グリセウス(Ｓtreptomy
ces　griseus)およびフミコラ・インソレンス(Ｈumicola　insolens)から得られる酵素活
性成分が特に適当である。ズブチリシンタイプのプロテアーゼを使用することが好ましく
、バシラス・レンツス(Ｂacillus　lentus)から得られるプロテアーゼが特に好ましい。
酵素混合物、例えばプロテアーゼ／アミラーゼ、もしくはプロテアーゼ／リパーゼ（また
は脂肪分解酵素）、もしくはプロテアーゼ／セルラーゼ混合物、またはセルラーゼ／リパ
ーゼ（または脂肪分解酵素）混合物、またはプロテアーゼ／アミラーゼ／リパーゼ（また
は脂肪分解酵素）、もしくはプロテアーゼ／リパーゼ（または脂肪分解酵素）／セルラー
ゼ混合物が特に好ましく、プロテアーゼおよび／またはリパーゼ含有混合物、あるいは脂
肪分解酵素との混合物が一層好ましい。そのような脂肪分解酵素の例は、既知のクチナー
ゼである。ペルオキシダーゼまたはオキシダーゼが適当な場合もある。適当なアミラーゼ
はとりわけ、α－アミラーゼ、イソアミラーゼ、プルラナーゼおよびペクチナーゼを包含
する。好ましいセルラーゼは、セロビオヒドロラーゼ、エンドグルカナーゼおよびβ－グ
ルコシダーゼ（セロビアーゼとも称される）、またはそれらの混合物である。セルラーゼ
の種類によってＣＭＣアーゼおよびアビセラーゼ活性が異なるので、セルラーゼを混合す
ることによって、所望の活性を達成し得る。
【００５３】
酵素は、担体に吸着させ、または封入材料中に封入して、早期の分解から保護することが
できる。酵素、酵素混合物または酵素顆粒の含量は、例えば約０.１～５重量％であり得
、好ましくは０.１２～約２重量％である。
【００５４】
使用される無機塩の群から選択する電解質は、非常に多種にわたる塩である。好ましいカ
チオンは、アルカリ金属およびアルカリ土類金属であり、好ましいアニオンはハライドお
よびスルフェートである。製造の観点から、ＮａＣｌまたはＭｇＣｌ2を本発明の洗剤組
成物中に使用することが好ましい。本発明の洗剤組成物中の電解質の割合は、通常０．５
～５重量％である。
【００５５】
本発明の組成物中に使用し得る非水性溶媒は、例えば一価もしくは多価アルコール、アル
カノールアミンまたはグリコールエーテルの群から選択するもので、使用濃度範囲で水と
混和性のものである。溶媒は、下記群から選択することが好ましい。エタノール、ｎ－も
しくはイソプロパノール、ブタノール、グリコール、プロパンジオールもしくはブタンジ
オール、グリセロール、ジグリセロール、プロピルもしくはブチルジグリコール、ヘキシ
レングリコール、エチレングリコールメチルエーテル、エチレングリコールエチルエーテ
ル、エチレングリコールプロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテ
ル、ジエチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールエチルエーテル、プロ
ピレングリコールメチル、エチルもしくはプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモ
ノメチルもしくはエチルエーテル、ジイソプロピレングリコールモノメチルもしくはエチ
ルエーテル、メトキシ、エトキシもしくはブトキシトリグリコール、１－ブトキシエトキ
シ－２－プロパノール、３－メチル－３－メトキシブタノール、プロピレングリコールｔ
－ブチルエーテルおよびそれら溶媒の混合物。
本発明の液体洗剤では、非水性溶媒は、０．５～１０重量％、好ましくは５重量％未満、
特に３重量％未満の量で使用され得る。
【００５６】
本発明の洗剤組成物のｐＨを所望の範囲に調節するために、ｐＨ調節剤を使用することが
できる。これに関連して、適用上の理由、環境上の理由または消費者保護の理由から使用
すべきでないものを除いては、既知の酸またはアルカリのいずれを使用してもよい。その
ような調節剤の量は、通例、製剤全体の５重量％を超えない。
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【００５７】
本発明の洗剤組成物の外観印象を良くするために、組成物を適当な色素で着色し得る。好
ましい色素（当業者は全く困難なく選択し得る）は、貯蔵安定性が高く、組成物中の他成
分および光に対する感受性が低く、繊維製品を染色しないように繊維製品繊維に対して明
らかな染色性を示さないものである。
【００５８】
本発明の洗剤組成物中に使用し得る適当な抑泡剤の例は、石鹸、パラフィンまたはシリコ
ーン油（場合により担体材料に担持し得る）である。適当な再汚染（付着）防止剤（防汚
剤とも称される）は、例えば、ノニオン性セルロースエーテル(例えばメチルセルロース
、およびノニオン性セルロースエーテルに対してメトキシル基１５～３０重量％／ヒドロ
キシプロキシル基１～１５重量％を有するメチルヒドロキシプロピルセルロース)、並び
に既知のフタル酸および／またはテレフタル酸ポリマーまたはそれらの誘導体(とりわけ
エチレンテレフタレートおよび／またはポリエチレングリコールテレフタレートのポリマ
ー、またはそのアニオン性および／またはノニオン性修飾誘導体)である。それらのうち
、フタル酸およびテレフタル酸ポリマーのスルホン化誘導体が、特に好ましい。
【００５９】
処理した繊維製品が灰色または黄色に変色するのを抑制するために、本発明の洗剤組成物
に蛍光増白剤を添加し得る。そのような物質は、繊維に付着し、不可視紫外線をより長波
長の可視光に変換することによって、増白および擬漂白作用を示す。日光から吸収された
紫外線が淡青がかった蛍光として放射され、灰色または黄色に変色した洗濯物の黄味と合
わさって、純白に見えるのである。
適当な化合物は、例えば、４,４'－ジアミノ－２,２'－スチルベンジスルホン酸（フラボ
ン酸）、４,４'－ジスチリルジフェニレン、メチルウンベリフェロン、クマリン、ジヒド
ロキノリノン、１,３－ジアリールピラゾリン、ナフタリミド、ベンゾキサゾール、ベン
ゾイソキサゾールおよびベンズイミダゾール系、ならびに複素環置換したピレン誘導体か
ら成る群から選択する。蛍光増白剤は通例、最終組成物に対して０．０５～０．３重量％
の量で使用する。
【００６０】
汚れ防止剤の機能は、繊維から離れた汚れを洗浄液中に懸濁させて保ち、それによって汚
れが再付着するのを防ぐというものである。この目的に適当なものは、水溶性で通例有機
のコロイド、例えば、糊、ゼラチン、セルロースもしくはデンプンのエーテルスルホン酸
の塩、またはセルロースもしくはデンプンの酸性硫酸エステルの塩である。酸基を有する
水溶性ポリアミドも適当である。さらに、可溶性デンプン製剤、および上記以外のデンプ
ン生成物、例えばデンプン分解物、アルデヒドデンプンなどを使用してもよい。ポリビニ
ルピロリドンも適当である。セルロースエーテル、例えばカルボキシメチルセルロース（
Ｎａ塩）、メチルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、混合エーテル(例えばメ
チルヒドロキシエチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、メチルカルボ
キシメチルセルロース)、およびそれらの混合物を、組成物に対して０.１～５重量％の量
で使用することが好ましい。
【００６１】
シート状の繊維製品材料、とりわけレーヨン、ビスコース、綿およびそれらの混合物から
成るものは、しわになる傾向を有し得る。これは、各繊維が、曲げ、よれ、圧迫、および
繊維の向きに逆らった折りたたみに対して感受性であるからである。そこで、本発明の洗
剤組成物は合成防しわ剤を含有し得る。その例は、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪酸アミ
ド、脂肪酸アルキロールエステル、脂肪酸アルキロールアミドもしくは脂肪アルコールか
ら誘導する合成物（エチレンオキシドと反応させたものが多い）、またはレシチンもしく
は修飾リン酸エステルから誘導する生成物を包含する。
【００６２】
微生物を抑制するために、本発明の洗剤組成物は抗微生物活性成分を含有し得る。抗菌ス
ペクトルおよび作用メカニズムによって、制菌剤および殺菌剤、制真菌剤および殺真菌剤
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などの区別がなされる。そのような群の中で重要な物質は、例えば、ベンザルコニウムク
ロリド、アルキルアリールスルホネート、ハロゲン化フェノールおよびフェノールマーキ
ュリアセテートである。本発明の組成物の場合、そのような化合物を全く使用しなくても
よい。
【００６３】
本発明の洗剤組成物および／または処理した繊維製品が、酸素および他の酸化過程によっ
て望ましくない変化を起こすのを防止するために、組成物は抗酸化剤を含有し得る。この
種の化合物は例えば、置換フェノール類、ヒドロキノン類、ピロカテキン類および芳香族
アミン類、並びに有機スルフィド、ポリスルフィド、ジチオカルバメート、ホスファイト
およびホスホネートを包含する。
【００６４】
帯電防止剤を本発明の洗剤組成物に更に添加することによって、着心地を一層良くするこ
とができる。帯電防止剤は、表面導電性を高めることによって、生じた電荷の流れを改善
する。表面帯電防止剤は通例、少なくとも１個の親水性分子リガンドを有する物質で、表
面上に幾分吸湿性のフィルムを形成する。そのような該して界面活性の帯電防止剤は、窒
素含有帯電防止剤（アミン、アミド、第四級アンモニウム化合物）、リン含有帯電防止剤
（リン酸エステル）、およびイオウ含有帯電防止剤（アルキルスルホネート、アルキルス
ルフェート）に更に分類し得る。表面帯電防止剤は、例えば特許出願ＦＲ１１５６５１３
、ＧＢ８７３２１４およびＧＢ８３９４０７に記載されている。そこに記載されたラウリ
ル（またはステアリル）ジメチルベンジルアンモニウムクロリドが、繊維製品用帯電防止
剤または洗剤添加剤として適当であり、それによって柔軟化作用が一層高められる。
【００６５】
処理した繊維製品の吸水力、再湿潤性を改善し、アイロン掛けを容易にするために、本発
明の組成物中に例えばシリコーン誘導体を使用し得る。そのような成分は抑泡性を有する
故に、本発明組成物の濯ぎ落とし性をも改善する。好ましいシリコーン誘導体の例は、ポ
リジアルキルまたはアルキルアリールシロキサン（アルキル基は炭素数１～５で、完全に
、または部分的にフッ素化されている）である。好ましいシリコーンはポリジメチルシロ
キサンであって、場合により誘導体化されていてもよく、また、アミノ官能性であるか、
第四級化されているか、またはＳｉ－ＯＨ、Ｓｉ－Ｈおよび／またはＳｉ－Ｃｌ結合を有
する。好ましいシリコーンの粘度は、２５℃において１００～１０００００センチストー
クスであり、シリコーンは、組成物全体に対して０．２～５重量％の量で使用することが
できる。
【００６６】
本発明の洗剤組成物は、ＵＶ吸収剤をも含有し得る。ＵＶ吸収剤は、処理した繊維製品に
付着して、繊維の光抵抗性を改善する。そのような所望の性質を有する化合物の例は、２
位および／または４位に置換基を有するベンゾフェノンおよびその誘導体（非放射性不活
性化により有効）である。更に、置換ベンゾトリアゾール、３位でフェニル置換したアク
リレート（桂皮酸誘導体）（場合により２位にシアノ基を有する）、サリチレート、有機
Ｎｉ錯体、並びに天然物、例えばウンベリフェロンおよび内生ウロカニン酸も適当である
。
【００６７】
ある種の洗剤成分が重金属により触媒されて分解されるのを回避するために、重金属と錯
体を形成する物質を用いることができる。適当な重金属錯化剤は、例えば、エチレンジア
ミン四酢酸（ＥＤＴＡ）またはニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）のアルカリ金属塩、およびアニ
オン性ポリ電解質のアルカリ金属塩、例えばポリマレエート、ポリスルホネートなどであ
る。
【００６８】
好ましい錯化剤は、ホスホネートであり、錯化剤は、好ましい液体洗剤中に、０．０１～
１．５重量％、好ましくは０．０２～１重量％、特に０．０３～０．５重量％の量で存在
する。これら好ましい化合物には、例えば、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン
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酸（ＨＥＦＰ）、アミノトリ(メチレンホスホン酸)（ＡＴＭＰ）、ジエチレントリアミン
ペンタ(メチレンホスホン酸)（ＤＴＰＭＰまたはＤＥＴＰＭＰ）、および２－ホスホノブ
タン－１，２，４－トリカルボン酸（ＰＢＳ－ＡＭ）が包含され、これらは、多くの場合
、アンモニウム塩またはアルカリ金属塩の形態で使用される。
【００６９】
特に好ましい液体洗剤は、増粘剤系（ｃ）として、アンモニウム塩またはアルカリ金属塩
の形態の１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸を含む。
【００７０】
　本発明の洗剤組成物は、攪拌式タンク反応器中で成分を単に混合することにより調製で
きるが、水、非水性溶剤および界面活性剤を最初に導入し、そこへ他の成分を少量ずつ添
加するのが有利である。調製中に別途加熱することは必要ではないが、望ましい。混合物
の温度は８０℃を超えないようにする。
　本明細書の当初の開示は、少なくとも下記の態様を包含する。
〔１〕　界面活性剤並びに通常の洗剤および清浄剤の他の成分を含んでなる高粘度水性液
体洗剤であって、洗剤組成物は、増粘剤系として、全組成物に対して、
　（ａ）０．２～５重量％のポリウレタンまたは変性ポリアクリレート、
　（ｂ）０．５～７重量％のホウ素化合物、および
　（ｃ）１～８重量％の錯化剤
を含む洗剤。
〔２〕　洗剤組成物中の界面活性剤の含有量は、３０重量％未満であるである〔１〕に記
載の水性液体洗剤。
〔３〕　成分（ａ）として、０．２～４重量％、好ましくは０．３～３重量％、特に０．
５～１．５重量％のポリウレタンを含む〔１〕または〔２〕に記載の水性液体洗剤。
〔４〕　成分（ａ）として、全洗剤組成物に対して、０．２～４重量％、好ましくは０．
３～３重量％、特に０．５～１．５重量％の、式：
【化１】

（式中、Ｒ３は、水素原子または分枝若しくは直鎖状Ｃ１－Ｃ４－アルキルまたはアルケ
ニル基、Ｘは、Ｎ－Ｒ５または酸素原子、Ｒ４は、アルコキシル化されていることもあり
、置換されていることもある、分枝または直鎖状Ｃ８－Ｃ２２－アルキルまたはアルケニ
ル基、Ｒ５は、水素原子またはＲ４、並びにｎは、自然数を表す。）
で示される変性ポリアクリレートを含む〔１〕または〔２〕に記載の水性液体洗剤。
〔５〕　成分（ｂ）として、全洗剤組成物に対して、０．５～４重量％、好ましくは０．
７５～３重量％、特に１～２重量％のホウ酸またはテトラホウ酸ナトリウムを含む〔１〕
～〔４〕のいずれかに記載の水性液体洗剤。
〔６〕　成分（ｃ）として、クエン酸またはクエン酸ナトリウムを含む〔１〕～〔５〕の
いずれかに記載の水性液体洗剤。
〔７〕　成分（ｃ）として、２．０～７．５重量％、好ましくは３．０～６．０重量％、
特に４．０～５．０重量％のクエン酸ナトリウムを含む〔１〕～〔６〕のいずれかに記載
の水性液体洗剤。
〔８〕　ノニオン性界面活性剤の含有量が、５～２０重量％、好ましくは７～１５重量％
、特に９～１４重量％である〔１〕～〔７〕のいずれかに記載の水性液体洗剤。
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〔９〕　アニオン系界面活性剤の含有量が、５～２５重量％、好ましくは７～２２重量％
、特に１０～２０重量％である〔１〕～〔８〕のいずれかに記載の水性液体洗剤。
〔１０〕　５００～５０００mPas、好ましくは１０００～４０００mPas、特に１３００～
３０００mPasの粘度を有する〔１〕～〔９〕のいずれかに記載の水性液体洗剤。
〔１１〕　ビルダー、漂白剤、漂白活性剤、酵素、電解質、非水性溶剤、pH調節剤、香料
、香料担持体、蛍光剤、染料、ヒドロトロープ剤、抑泡剤、シリコーン油、再汚染防止剤
、蛍光増白剤、汚れ防止剤、縮み防止剤、しわ防止剤、色移り防止剤、抗微生物活性成分
、殺菌剤、防真菌剤、酸化防止剤、腐食防止剤、帯電防止剤、易アイロン掛け助剤、撥水
および浸透剤、膨潤および滑り防止剤およびＵＶ吸収剤からなる群から選択される１種ま
たはそれ以上の成分をさらに含む〔１〕～〔１０〕のいずれかに記載の水性液体洗剤。
〔１２〕　全組成物に対して、０．０１～１．５重量％、好ましくは０．０２～１重量％
、特に０．０３～０．５重量％のホスホネートを含む〔１〕～〔１１〕のいずれかに記載
の水性液体洗剤。
【００７１】
【実施例】
個々の成分を混合することにより、本発明の液体洗剤Ｅ１およびＥ２、並びに比較例洗剤
Ｖ１～Ｖ４を調製した。これらの組成を表１に示す。
【表１】
液体洗剤（重量％）
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【００７２】
表１に示した量は、活性成分についてのものである。
Dequest（登録商標）2016D：ヒドロキシエチレン－１，１－ジホスホン酸テトラナトリウ
ム塩（Monsanto）
Carbopol（登録商標）ETD2690：アクリル酸コポリマーおよびモノマー（Goodrich）
Keltrol（登録商標）T：キサンタンガム、多糖類（Rhone-Poulenc）
Rhodopol（登録商標）T：キサンタンガム（Rhone-Poulenc）
Acusol（登録商標）820：メタクリル酸（ステアリルアルコール－２０ＥＯ）エステル－
アクリル酸コポリマー（Rohm & Haas）
【００７３】
貯蔵安定性を試験するために、液体洗剤を、種々の気候環境下で、１６週間保存し、外観
を目視により評価した。評価の結果を表２に示す。
【表２】
１６週間後の洗剤の外観
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【００７４】
比較例Ｖ１、Ｖ２およびＶ３におけるかなりの相分離の結果、これら組成物の粘度を測定
できる唯一の方法は、振とうにより２つの相を混合して粘度を測定することであった。調
製後および種々の気候条件での１６週間貯蔵後に測定したこのような粘度並びにＥ１、Ｅ
２およびＶ４の粘度を、表３に示す。
【表３】
調製後および１６週間貯蔵後の粘度（mPas）
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